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今月号の表紙は今津地
域で行われた、環境学習
の一コマです。

この活動は、今津地域住民自治
協議会がつなぎ役となって、今津
地域の小中学校と地域が連携して
行われ、約 200 人が参加されま
した。当日は不安定な天気でした
が、時折、琵琶湖には虹がかかり、
にぎやかな湖岸の保全活動となり
ました。（Y）

大
溝
城
か
ら
大
溝
陣
屋
へ

織
田
一
族
の
城

　
Ｊ
Ｒ
近
江
高
島
駅
で
下
車
を
し
て
東

側
に
出
る
と
、
右
手
に
見
え
る
の
が
高

島
市
民
病
院
の
建
物
で
す
。
そ
の
さ
ら

に
東
向
こ
う
を
眺
め
る
と
、
苔
む
し
た

石
垣
が
あ
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
こ
こ

が
天
正
６
年（
１
５
７
８
）に
織
田
信
長

の
甥
に
あ
た
る
信
澄（
磯
野
員
昌
が
養

父
）が
築
城
し
た
大
溝
城
の
天
守
台
の

石
垣
で
す
。

　
今
に
残
る
古
絵
図
に
よ
る
と
、
城
の

本
丸
に
は
天
守
と
櫓
が
配
さ
れ
、
そ
こ

を
囲
む
城
堀
は
乙
女
ヶ
池
を
通
じ
て
琵

琶
湖
に
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
ま
た
、
天
守
を
囲
む
侍
町
に

は
、
多
く
の
家
臣
た
ち
が
屋
敷
を
構
え

て
い
ま
し
た
。

　
天
正
10
年
、
本
能
寺
の
変
が
起
こ
り

織
田
信
長
が
明
智
光
秀
に
よ
っ
て
討
た

れ
る
と
、
光
秀
の
娘
を
妻
に
し
て
い
た

信
澄
に
も
嫌
疑
が
か
か
り
、
信
澄
は
丹

羽
長
秀
ら
の
襲
撃
を
う
け
て
大
阪
城
で

自
害
し
ま
し
た
。

　
信
澄
の
死
後
、
城
主
は
次
々
と
変
わ

り
、
役
割
を
終
え
た
天
守
は
、
甲
賀
の

水
口
岡
山
城
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

大
溝
陣
屋
の
形
成

　
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
合
戦
の
後
、

江
戸
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
元
和
５
年

（
１
６
１
９
）伊
勢
上
野
城
か
ら
分
部
光

信
が
２
万
石
の
大
溝
藩
主
と
し
て
45
人

の
家
臣
団
を
伴
っ
て
着
任
し
、
城
下
に

大
溝
陣
屋
を
形
成
し
ま
し
た
。

　
大
溝
陣
屋
は
大
溝
城
三
の
丸
付
近
に

造
ら
れ
ま
し
た
。
藩
政
の
中
心
と
な
る

御
殿
の
位
置
は
現
在
の
分
部
神
社
周
辺

に
あ
た
り
、
家
臣
団
が
住
む
武
家
屋
敷

群
は
さ
ら
に
西
側
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
陣
屋
の
正
門
で
あ
っ
た
総
門

は
、
現
在
保
存
復
原
修
理
が
進
み
、
往

時
を
し
の
ば
せ
る
佇
ま
い
が
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
令
和
６
年
度
に
は
一
般
公
開

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
大
溝
城
跡
と
大
溝
陣
屋
総
門
は
、
そ

れ
ぞ
れ
大
溝
の
歴
史
を
伝
え
る
遺
構
と

し
て
、
国
の
重
要
文
化
的
景
観「
大
溝

の
水
辺
景
観
」の
重
要
な
構
成
要
素
と

し
て
保
存
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
島
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
11
月
１

日
～
12
月
10
日
ま
で「
大
溝
城
か
ら
大

溝
陣
屋
へ
」を
開
催
し
ま
す
。
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資
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３

「大溝城から大溝陣屋へ」の
お知らせ

 11月１日㊌～12月10日㊐　月・火休館
 高島歴史民俗資料館

主な展示品
⃝大溝城下古図
⃝大溝城天守台周辺出土瓦
⃝大溝陣屋周辺出土焼塩壺
⃝大溝陣屋古図　他

〈展示品の中から〉
『瑞雪禅院梵鐘』（高島市指定文化財）
　この梵鐘は、分部家が伊勢上野城主時代、
当時の城主光嘉が早世した長男光勝のため
に建立した光勝寺に、養子光信が慶長20
年（１６１５）京都三条釜

かま
座
んざ

で造らせて安置し
たものです。分部家の大溝転封に伴い光勝
寺は大溝に移され、同梵鐘も現在瑞雪禅院
の所蔵となっています。
総高：79.3㎝　口径：51.5㎝　重量：83.6㎏

瑞雪禅院の梵鐘
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